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 浅倉むつ子、大沢真理両名誉 

教授による講演や、Ｕ30世代を 

交えたシンポジウムでは、男女 

共同参画の歩みや同世代の多彩 

かつユニークな活動を知った。固定的な性別役割観をいかに

して乗り越えていくのか、考え続けることの重要性と難しさ

を改めて実感することができた。 

 また前日に実施された情報交換会では、ＮＷＥＣボランテ

ィアの方々による「家族の多様化」をテーマにした朗読劇を

拝聴し、声だけの表現の奥深さを肌で感じ、我々の活動の主

軸である出前講座を行う上での大きな学びとなった。 

 この貴重な体験を個人的記憶として終えるのではなく、他

の推進員さんとも共有し、男女共同参画社会の実現に向けた

取組が実りある様に、尽力して参りたいと思う。 
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ご自身のパソコンとの出会いや歩んでこられた人生の

お話を交え、ＩＴの活用は、緊急時の対応、遠くの家族や

友人との交流など高齢者にとって迅速かつ効率的また魅

力的であること等々を教えていただきました。変わってい

く時代の流れの中で常に学び、やりたいことに挑戦し続

け、89 歳の現在も著書の執筆や講演活動をされている若

宮さん。高齢者のみならず中高年や若者にとっても刺激的

な存在です。今回の講座を受講して、年齢・性別関係なく、

自分のやりたいことがあれば、自ら学び挑戦してみること

が、男女共同参画のスローガン「だれもがどれも選べる社

会に」へ近づける一歩になると感じました。 

✏  

お勤めされた頃、お札を数えたり、書類に記入したりする

オフィスワークは苦手だったそうです。 しかし何事も、

ブラス思考で行動され「取り敢えずやってみよう」という

好奇心、その経験が蓄積され、さらに新しい事に、関心が

向かう。そのサイクルが回ることで年齢に関係なく成長を

続けておられたようで、89 歳になられた今、壇上で立っ

たまま１時間以上もお話くださいました。「バッターボッ

クスに立って とにかくバットを振ってみる」という若い

頃から実行されている何事も前向きな姿勢の若宮さんに

力をもらったような気がします。 
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